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Ⅰ 申 請 概 要 

 

１ 申請者 

   西日本電信電話株式会社（以下、「ＮＴＴ西日本」という。） 

    代表取締役社長  森下 俊三 

 

２ 申請年月日 

   平成１６年１０月１３日（水） 

 

３ 実施期日 

   認可後速やかに実施する。 

 

４ 概要 

次に掲げる事項について第一種指定電気通信設備との接続に関する規定を行う

ため、電気通信事業法第３３条第２項の規定に基づき、接続約款の変更を行う。 

 

（１）１Ｇｂｐｓまでの符号伝送が可能な光信号伝送装置との接続に関する接続

料の設定 

（２）１Ｇｂｐｓまでの符号伝送が可能なルーティング伝送機能におけるＬＡＮ

インタフェースの追加に伴う接続料の改定 
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Ⅱ 主な変更内容 

 

１ １Ｇｂｐｓまでの符号伝送が可能な光信号伝送装置との接続に関する接続料の

設定 

 

現在、シェアドアクセス方式に用いられている光信号伝送装置について、従来の

１００Ｍｂｐｓまでの符号伝送が可能なものに加え、ＮＴＴ西日本がＩＰｖ６サー

ビスで利用予定の１Ｇｂｐｓまでの符号伝送が可能なものを導入することに伴い、

当該設備との接続に関する接続料を設定し、接続約款に記載するもの。  

なお、従来のシェアドアクセス方式の他に加入者光ファイバと組み合わせも可能

とする。 

 

【現行の光信号伝送装置（１００Ｍｂｐｓまでの符号伝送が可能なもの）を用いた

シェアドアクセス方式の設備構成図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【新たな光信号伝送装置（１Ｇｂｐｓまでの符号伝送が可能なもの）を用いたシェ

アドアクセス方式の設備構成図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 間

接続料金
の単位

収容ﾕｰｻﾞ数

光信号伝送装置主端末回線
（局外光スプリッタ含む）

４，９８７円／月

８

分岐端末回線

７６３円／月 ※
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・・
・

１分岐端末回線ごとに １主端末回線ごとに １局内光スプリッタごとに １ＯＳＵごとに

ＯＳＵ：光信号主端末回線収容装置

※ 別途、ＮＴＴ西日本より 「５６８円／月」とする認可申請を受けている。
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光信号伝送装置主端末回線
（局外光スプリッタ含む）

４，９８７円／月

８

分岐端末回線

７６３円／月 ※

１

２，１４１円／月

局内光スプリッタ

３２

＝

（ＮＴＴ局舎）

局外光
スプリッタ（加入者宅）

主端末回線
他社ＩＰ網

局
内
光
ス
プ
リ
ッ
タ

宅
内
装
置

分岐端末
回線

宅内装置、屋内配線は
接続事業者で設置

７，０３１円／月

光
信
号
伝
送
装
置

４
分
岐

８分岐

３２

Ｏ
Ｓ
Ｕ

・・
・

１分岐端末回線ごとに １主端末回線ごとに １局内光スプリッタごとに １ＯＳＵごとに

ＯＳＵ：光信号主端末回線収容装置

※ 別途、ＮＴＴ西日本より 「５６８円／月」とする認可申請を受けている。
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１分岐端末回線ごとに １主端末回線ごとに １局内光スプリッタごとに １ＯＳＵごとに

ＯＳＵ：光信号主端末回線収容装置

※ 別途、ＮＴＴ西日本より 「５６８円／月」とする認可申請を受けている。
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ＯＳＵ：光信号主端末回線収容装置

※ 別途、ＮＴＴ西日本より 「５６８円／月」とする認可申請を受けている。
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【新たな光信号伝送装置（１Ｇｂｐｓまでの符号伝送が可能なもの）と加入者光フ

ァイバを組み合わせる場合の設備構成図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）算定の考え方 

① 算定期間 

５年間（平成１６～２０年度）の将来原価方式により算定。 

 

② 算定方法 

ア １ＯＳＵあたりのユーザ数を以下のとおりとし、 

 ユーザ数／OSU 備考 

ＩＰｖ６（戸建） 19.2 ユーザ 最大 32 ユーザ収容の 60％ 

ＩＰｖ６ 

（マンション） 

14 ユーザ 提供予定のメニューであるプラン 1 とプラン 2

の平均 

イ また、平成１７年３月以降、ＩＰｖ６アクセスサービスの新規需要が全て新

たな光信号伝送装置に収容されると仮定して、予測に基づき算定された需要を

踏まえ、必要な設備量を決定し、コストを算定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

区 間

接続料金
の単位

加入者光ファイバ
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（２）具体的な接続料算定方法 

 

＜光信号伝送装置（１Ｇｂｐｓまでの符号伝送が可能なもの）＞ 

 Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ 合計 

(5 年間) 

①創設費（百万円） 0.7 2,136 10,562 19,287 25,555 － 

②指定設備管理運営費（百万円） 0.1 442 2,186 3,993 5,290 11,911

③他人資本費用+自己資本費用+利益対応税（百万円） 0.1 25 123 224 297 669

④土地・建物等（百万円） 0.0 55 274 501 675 1,505

⑤合計（②＋③＋④）(百万円) 0.2 522 2,583 4,718 6,262 14,085(A)

⑥ＯＳＵ数 2 11,855 61,089 114,537 155,233 342,716(B)

 

 

 

 

(A)÷(B)÷12 か月＋局内伝送路＝ 3,425 円＋373 円＝ 3,798 円／ＯＳＵ・月
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２ １Ｇｂｐｓまでの符号伝送が可能なルーティング伝送機能におけるＬＡＮイン

タフェースの追加に伴う接続料の改定 

 

ルーティング伝送機能に係る接続料は、平成１３年８月に５年間（平成１３～１

７年度）の将来原価方式により算定され、その後、平成１５年３月に当該機能に係

る設備構成の見直しに伴い、当該接続料の改定がなされた。 

今般、当該機能に、新たにＩＰｖ６対応の設備を用いて１Ｇｂｐｓまでの伝送が

可能なＬＡＮインタフェースを追加することから、当該機能に関する接続料につい

て再算定を行うもの。 

 

【変更後の地域ＩＰ網の設備構成】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※RAS(Remote Access Server)：加入者を収容するルータ 

 

【現行料金と新料金案の比較】 

回線種別 単位 現行料金 新料金案 

光アクセス 

（１Ｇｂｐｓ） 

１装置ごとに月額 ― １，００５，１３６円

光アクセス 

（１００Ｍｂｐｓ）

１ポートごとに月額 ４０４，１７９円 ３８７，９２１円

(▲１６，２５８円)

ＡＤＳＬ １ポートごとに月額 ５２１，１４２円

 

４９２，９６５円

(▲２８,１７７円)

ＩＳＤＮ １ポートごとに月額 ９，１１０円 ７,７２４円

(▲１，３８６円)

※  括弧内の数値は現行料金との差額。 

網終端装置（ｖ４）

中継局

光アクセス光アクセス

収容局

ＡＤＳＬ・ＩＳＤＮＡＤＳＬ・ＩＳＤＮ
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ＲＡＳ

光
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光
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光ＲＡＳ
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・・ ・・

収容局ルータ（Ａ・Ｉ）

：ｖ６対応設備

〔凡例〕

ＩＳＰ接続制御装置（ｖ４）

◎ ◎

ＩＳＰ接続制御
装置（ｖ６）

◎ ◎ ◎ ◎
◎ ◎ ◎ ◎

：ｖ６・ｖ４共用設備
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(１Ｇ) (１Ｇ)(１００Ｍ) (１００Ｍ)
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◎ ◎
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（１）算定の考え方 

 

①  算定期間 

それぞれ、５年間の将来原価方式により算定。 

・光アクセス(１Ｇｂｐｓ)の接続料については、平成１６～２０年度の５年間 

・その他の接続料については、平成１３～１７年度の５年間 

 

②  算定方法 

  現行のルーティング伝送機能と同様に、各サービスの需要及び設置基準を基に

必要な設備量を決定し、コストを算定。  
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（２） 具体的な接続料算定方法 

 

＜光アクセス（１Ｇｂｐｓ）＞ 

 Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０ 合計 

(5 年間) 

①創設費（百万円） 637 20,895 37,271 41,312 49,668 － 

②指定設備管理運営費（百万円） 100 4,325 7,715 8,551 10,281 30,972

③他人資本費用+自己資本費用+利益対応税（百万円） 7 243 433 480 577 1,740

④土地・建物等（百万円） 4 175 295 312 421 1,207

⑤局間伝送路(中継光ﾌｧｲﾊﾞ) （百万円） 12 1,496 2,334 2,434 2,467 8,743

⑥合計（②＋③＋④＋⑤）(百万円) 123 6,239 10,777 11,777 13,746 42,662(A)

⑦装置数 6 357 961 1,022 1,191 3,537(B)

 

 

 

＜光アクセス（１００Ｍｂｐｓ）＞ 

 Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ 合計 

(5 年間) 

①創設費（百万円） 983 7,596 10,808 19,320 25,928 － 

②指定設備管理運営費（百万円） 229 1,702 2,237 3,947 4,827 12,942

③他人資本費用+自己資本費用+利益対応税（百万円） 17 104 126 224 302 773

④土地・建物等（百万円） 28 210 300 591 582 1,711

⑤局間伝送路(中継光ﾌｧｲﾊﾞ) （百万円） 103 1,260 1,582 4,051 2,827 9,823

⑥合計（②＋③＋④＋⑤）(百万円) 377 3,276 4,245 8,813 8,538 25,249(A)

⑦ポート数 37 400 983 1,672 2,332 5,424(B)

 

 

 

＜ＡＤＳＬ＞ 

 Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ 合計 

(5 年間) 

①創設費（百万円） 5,753 9,464 16,292 19,606 22,094 － 

②指定設備管理運営費（百万円） 1,329 2,120 3,373 4,052 4,573 15,447

③他人資本費用+自己資本費用+利益対応税（百万円） 94 129 189 228 257 897

④土地・建物等（百万円） 214 429 698 841 942 3,124

⑤局間伝送路(ATM 専用線)(百万円) 5,214 8,488 10,078 12,956 13,103 49,839

⑥合計（②＋③＋④＋⑤）(百万円) 6,851 11,166 14,338 18,077 18,875 69,307(A)

⑦ポート数 429 1,162 2,403 3,523 4,199 11,716(B)

 

 

 

 

 

(A)÷(B)÷12 か月＝ 387,921 円／ポート・月

(A)÷(B)÷12 か月＝ 492,965 円／ポート・月

(A)÷(B)÷12 か月＝ 1,005,136 円／装置・月
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＜ＩＳＤＮ＞ 

 Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ 合計 

(5 年間) 

①創設費（百万円） 8,423 6,244 5,571 5,026 4,673 － 

②指定設備管理運営費（百万円） 1,957 1,413 1,173 1,060 987 6,590

③他人資本費用+自己資本費用+利益対応税（百万円） 143 85 65 58 54 405

④土地・建物等（百万円） 401 322 289 278 270 1,560

⑤局間伝送路(ATM 専用線)(百万円) 1,475 973 594 429 283 3,754

⑥合計（②＋③＋④＋⑤）(百万円) 3,976 2,793 2,121 1,825 1,594 12,309(A)

⑦ポート数 20,800 23,620 27,700 30,340 30,340 132,800(B)

 

 
 

 

 

(A)÷(B)÷12 か月＝ 7,724 円／ポート・月


